
研修 

事例 
後継者育成研修 結城紬後継者育成研修 

 

【 内 容 】 

本研修は，平成 8 年度から茨城県の地場産業である本場結城紬の機織後継者育成を図

る目的で実施しています。 

結城紬産地では通常，機の織手が染色や下ごしらえ（機織りをする前の準備工程）を

行うことはありませんが，本研修では機織技術を中心に全工程が理解できる研修内容と

なっています。 

本年度は 4 名に対して研修を実施しており，研修修了生は県内の製織企業に所属し，

産地の即戦力として本場結城紬の生産に携わって行くことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ21年度 研修カリキュラム 

 期  間 内  容 

基礎研修 4～5月 座学 機結び 糸取り等の基礎実技 

第１ステップ 5～7月 帯製織（手紬糸）染色 下ごしらえ等を含む。 

第２ステップ 8～11月 着尺無地製織（手紬糸）染色 下ごしらえ等を含む。 

第３ステップ 12～3月 着尺無地又は縞製織（手紬糸）染色 下ごしらえ等を含む。 

絣製織実習 2～3月 100帯状亀甲絣製織（※第3ステップと並行で実施） 

 

基礎となった事業 平成 21 年度 人材育成事業 

担当部門 紬技術部門 
部門長 篠塚 雅子 
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